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KAMIOKANDE-ll CKAM-ll) は水チェレンコフ型検出器であり， 1987 年初頭から 1990
年 4 月まで太陽ニュートリノの観測を行なってきた。この 1040 日分のデータから得られた太陽ニュー
トリノのフラックスの値は，標準太陽模型から期待される値で規格化すると， 0.46:t 0.05 C統計誤差)


















37Cl 実験と KAM-ll の両方の結果をまとめると断熱解は完全に否定され，非断熱解にも制限を与え





トリノが物質中で νe → νμ に変わるMSW効果を調べたものであるO 方向と飛来時間，エネルギーが
測定できる利点を活かして断熱解を否定し，又，日中と夜間データの差をも見るなど，世界でここだ
けが提供し得る結果を出した。その手法はユニークなものであり，得られた混合角一ニュートリノ質量
差の許容値は太陽ニュートリノ問題に一つの解を与えるばかりでなく，大統一理論上大きな知見をもた
らした。よって博士論文にふさわしい内容を持つものと認めるO
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